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郎 (30)・長広敏雄 (30)、後期『美・批評』からの和田洋一 (32)・新村猛 (30)・真下信一
(29)や禰津正志 (27)・森本文雄 (26)・栗本(島津)勤 (26)・久野収 (25)・武谷三男 (24)・
市村恵吾 (22)、『世界文化』創刊前後からの熊沢復六 (36)・臼井竹次郎 (27)・米田三治 (26)、
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